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はじめに

農業という
“

生き物
”

第VI 巻解題

西 尾 敏 彦＊

最近、 なんだか農業が
“
生き物

”
のように思えて仕方がない。 農業が生き物

のように思えるということは、 農業の発達が
“

生物の進化
＂

のように思えると

いうことでもある。

35億年の昔、 この地球上にはじめて誕生した一つの生命は、 この星のあらゆ

る環境に適応して複雑な進化を遂げ、 多様な生物種へと分化を重ねてきた。 動

物 ， 植物 ・ 微生物を合わせて140万種、 未発見のものまで加えれば500~ 1,000 

万種に達するともいわれる地球上の生物種がそれである。

一方、 農業の歴史はたかだか1 ~ 2万年ほどかも知れない。 それでもこの地

球上の多様な環境に適応し、 数限りないJ農法をつくり上げている。 農業が生き

ていて、 それぞれの時代に適応して、 進化を遂げてきた〈あかし〉でもあるの

だろう。

この日本列島に、 私たちの祖先が農業を営むようになったのはいつのころか

らだろう。 日本列島の喋境は他に例をみないほど多岐にわたる。 寒帯から亜熱

帯までの多様な気候条件に恵まれ、 四季折々の変化に富む。3,000m級の高山

から流れ下る豊富な水は、 こ の列島に多様な地形を形づくり、 豊富な生物資源

を育んできている。 もちろん罠業の場合の環境には、 自然現境のほかに社会環

境もある。 稲作が渡来した縄文末期からWTO体制下の今日の農業情勢まで、

＊にしお としひこ，（社）典林水産技術情報協会


























